
 

飼料作物に対する消化液の施用試験（牧草） 

帯広市川西農業協同組合 

帯広市農業振興公社生産技術部 

1．目的 

１番牧草に対する消化液散布の施肥効果や経済性の検討を行う。 

 

2．実施場所 

生産者ほ場（野原慎也氏、市之川哲士氏、中村真大氏） 

 

3．消化液の製造元及び消化液分析結果 

（1）消化液の製造元 （株）B＆M 

消化液分析結果（十勝農協連 2022年 2月～12月分析の平均値） 

   

 

4．実証圃の土壌分析結果 
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5．実証圃の施肥区分（消化液の施肥成分量=散布量×成分量×肥料換算係数） 

   

 

6．調査項目 

（1）生育調査 

慣行区の生育数値を 100とした消化液区の生育割合 

   

① 処理による生育期節には差が感じられなかったが、無施肥ほ場では明らかな差

があった。 
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（2）収量調査 

   

① ⅠとⅡの収量の違いは、植生割合（裸地、草種）によるところもあったと考え

られるがⅢの２つのほ場については、消化液の肥料効果が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱほ場では、見た目で試験区、慣行区の生育差は感じられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲのほ場では、見た目でも消化液散布区と無施肥区で生育や葉色に大きな差が生じ

た。 
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7．考察 

① 結果にばらつきはあるが、特にⅢ（無施肥）の圃場で収量差があったので、消化

液は肥料としての利用が期待できる。 

② 消化液の散布にあたっては、次の事例に留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          固形物の付着 

                         

 

                      散布時のタイヤ跡 

 

 

消化液の散布時期が遅れた場合①タイヤ跡の生育が障害を受けたり②固形物が収

穫調製時に原料草に混入すると酪酸発酵の要因となることがあるので留意する。 
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